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(E) SECMへの設置、(F) 大電極基盤での SECM
測定：距離、時間、(G) マイクロメートル電















































































































































の掃引速度を vcと置いた。η < 0.3 Pa sの
とき、rと Dは粘性中を移動する球にかかる
力であるストークスに基づく式に一致した。
η < 0.3 Pa sのとき、vcはη に反比例し、vcη 
= 0.03 V Paを得た。この関係を水の粘度に









た。J = -D (∂c/∂x)では、濃度 cが与えられ






J(t+τ) = -D ∂c(t)/∂x またはテーラー展開し
てτ (∂J/∂t) = - J - D(∂c/∂x) の形になる。
ここでτ は緩和時間である。これを連続の式
に代入すると、波動のように伝達速度を含む















0.20wD-1/2 + 0.764τ1/2を得た。tp1/2の wに対
する一次関係から拡散係数とτ を求めた。τ 
は 1 msのオーダーであり、濃度と共に減少
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